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＜概要＞ 
 
実施日時：2017年 9月 26日（火）①14:30～15:30 ②17:00～18:00 
 
場所：①伊万里商店街振興組合事務所 
   ②伊万里商工会議所 
 
対応者：香月常道（伊万里商店街振興組合販売促進部長） 
松永亨（伊万里商工会議所専務理事） 
斉藤慶博（伊万里商工会議所中小企業相談所副所長） 
春田昌寿（伊万里市産業部企業誘致・商工振興課） 
釘島圭祐（伊万里市産業部企業誘致・商工振興課） 
吉村英夫（唐人町商店街振興組合理事長） 
古賀直樹（佐賀県中小企業団体中央会連携企画部部長） 
 
出席者：石原武政（大阪市立大学名誉教授） 
渡邉孝一郎（九州産業大学商学部講師） 
松田温郎（山口大学経済学部准教授） 
※所属・肩書は当時のもの。 
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■①14:30～15:30 伊万里商店街振興組合事務所 
 
１．調査の趣旨 
（石原） ……よくよく考えてみると、商店街に３階建てぐらいの頭の揃った円筒があるの
ですが、「これは何だろう」とはじめは思っていましたが、それが昭和 24 年か 25 年の耐
火建築促進法ができ、まちをコンクリートの壁で類焼を防ぐという建設省の方針が出まし
た。それはまちなかということでしたから商店街がメインの対象になりました。それででき
た商店街が全国にけっこうあります。それがもう老朽化で困っています。区分所有法以前で
すから、共有部分の概念がありません。 
 
（香月） うちはその後の話で、ちょうど昭和 50年ぐらいからです。そちらは古い資料と
新しい資料とごちゃまぜに入れてありますが、それはできた当初の資料です。たぶん、でき
たときに視察などでおみえになったときにその資料を作ったのだと思います。 
 
（石原） そういうふうに老朽化しているのは大変で、建物の話といえばそうなんですが、
実際にご商売をなさっている方が、それでいまどうしたらいいのかということで困ってお
られるわけです。そうやって悩んでおられるのに、建設省の話だから我々は知らんというの
は具合が悪いでしょうと、我々が解決できるとは思いませんが、少なくともこういう問題で
……。 
 
（香月） 提言していただいて。 
 
（石原） ……いうことを発信すべきではないかということで、「もうちょっと関心を持ち
ましょう」ということで呼び掛けて、それで科研費という研究費をいただいて、去年から共
同研究をスタートさせました。ヘッドは専修大学の渡辺達朗先生になっていただいていま
す。一昨年、私をヘッドにして申請したのですが、みごとに落ちました。でも、もう一度や
ろうとなったので、年寄りをヘッドにしておくと、その後々がいろいろ大変になりますので
……。 
 
（香月） うちもちょうど 40年たっていますので、これから問題が出てきます。ちょこち
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ょこと綻びが出たり、雨漏りも出てきています。また、所有者が変わったりして現在でも問
題が出ていますが、これからもっと深刻になると思います。 
 
２．これまでの調査訪問先 
（石原） そういうことで、まず調査を始めたというのが実状です。 
 去年は横浜と静岡に行きました。静岡は沼津や静岡市、吉原あたりにはけっこうありまし
て、今年は愛知の蒲郡と大垣に行きました。そこにはかなり大きいのがありまして、蒲郡と
いう、それほど大きいとは思えないまちになぜこんなに大きいのがあるんだろうと思った
わけですが、大垣に比べると現在の都市力はかなり落ちていますので、これをどうするかと
いうのはかなり大きな問題で、出口が見えていないという状況です。何棟もあるんです。大
垣のほうもいくつかありますが、１つは済んで、もう１つが再開発の計画中のようです。た
だ、二十年前であれば再開発できたかもしれませんが、再開発をして床を増やして、誰が将
来の面倒をみるんだという話になっています。 
 ということで、大垣も１つはやろうとしていますが……。 
 
（香月） そのへんはまだ組合がしっかりしているんでしょうか。 
 
（石原） 組合はしっかりしています。しかし、１つだけではありませんから。そういうこ
とで悩んでおられるというのが実状です。 
 あといくつか聞いているところでは、最近とみに有名になっているのは長野の佐久の岩
村田の阿部さんのところです。あそこもそうです。「どうするんですか」と聞いたところ、
親父の代でつくったものだから自分たちの代で何とかしなければいけないと、でも、息子の
代までこれをほっとくことはできない、という話でした。吉原でも同じような話でした。吉
原は構造的にまだもちそうなので、「もうちょっと使う」という言い方をしていました。 
 そういうことがありましたので、「うちは一緒にならないでちょんぎって、うちだけ独立
しているんです」と、「親父さん、偉かったですね」とたしか言ったと思いますが、共同事
業からすると、「困ったことだ」ということになるけれども、何十年後のメンテの話からす
ると正解だったのかなと思います。そういう感じを持ちながら、こちら側のほうはどういう
問題が出ているのか、法律自身はなくなっても、当時、その形が近代化の１つのモデル事業
のようになったのは想像に難くありませんから、そうであったのだとすると、当面する問題
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は同じようなことでしょうから、お父さんが反対されたところあたりも「いいな」と思って
ご連絡をさせていただきました。 
 
２．伊万里商店街振興組における共同建築の概況 
（香月） うちに限っての話をしますが、隣が飲食店で、オーナーは変わりましたがいまも
飲食業をされています。やはり飲食業と一緒になりたくないと、つまり火を使ったというの
がありますから、そういう意味で一緒になりたくないというのと、お隣がお肉屋さんですか
ら、お肉はお肉であまりきれいではない部分もありますから、そういうことで「うちはうち
だ」というのがあります。それから、うちは表通りから裏通りまで建物が通っていますが、
お隣は通っていません。ですから共同で建てようとすると凸凹になっていびつになります。 
 40 年前の青写真ですから白黒で申し訳ありませんが。ここができたのは耐火建築がどう
のこうのではなく、単純に近代化事業で道路を広くしようということでやりました。そのと
きに、大きな道路がこの先に１本通りました。昔でいう産業道路です。その向こう側に狭い
本通りがあったのに、アーケードをかけるために並行して１本バイパスを通しました。 
 広くなったのがこちら側です。右側の広い道路が後からできた産業道路です。こちらの広
い道路がいま通ってきた交差点です。こちらが川方向です。ダイエーがこちらです。角に佐
賀銀行と大きいのがありますが、それが川の方向にあります。松尾ユタカさんというのが大
きな建物で、ここがビルができたときにベスト電器が入っていました。一部４階建てです。 
 この資料が見やすいのですが、もうないんです。こちらもみやすいです。これは現状の商
店街の店の並びですが、地図はいい加減です。ここの間を拡幅とビルの立替をやりました。
それが 40年ぐらい前、昭和 50年ぐらいから５年ぐらいかけてやりました。 
 うちが反対した理由はそれで、別に仲が悪いわけではありません。 
 
（石原） 共同ビルが嫌いなわけではなく、業種の問題があったということですね。 
 
（香月） そうです。 
 
（石原） それと地形ですね。これですね。 
 
（香月） そうです。裏まであるのがうちです。ここは商店街ではありません。ですから、
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ここを共同でやろうとすると、こんな形になるんです。 
 
（石原） おたくで奥行きは何メートルぐらいあるんでしょうか。 
 
（香月） 十数メートルですが 15メートルはないと思います。 
 
（石原） こちらのお店は５、６メートルぐらいですか。 
 
（香月） そうです。奥行きがここほどありません。 
 
（石原） このように地形がいびつなのはほかにもありまして、元の法律でいうと 11メー
トルなんです。ですから 11 メートルまではいいのですが、ここが 20 メートルあるとここ
までしかできませんからこういうふうにはなりません。それで困っているところもありま
す。これがもっともっと狭いんですね。 
 
（香月） そうです。ですから、そういう凸凹な形になってしまうので、うちの親父は嫌っ
たということです。組合に入る人と、奥のほうは入らないとか、裏通りは入らないとか、そ
ういう問題になりますから、再開発協同組合をつくったときにはたぶんそうなったんだろ
うと思います。 
 ちょっといびつで凸凹のところあって、裏まで通っているところはいいのですが、そうで
ないところはちょっと変な形になっています。表通りも裏通りもいけますので、後で通って
みていただいたら分かると思います。 
 先に話をさせてください。 
 後から市役所の商工振興課の春田課長がいらっしゃいますが、今年の春いらっしゃった
新任の方なので事情をご存じないので、いまのことしか分かりません。ただ、最後までお付
き合いしていただけます。いい方なんですが、分からないことは分からないと思います。 
 建物関係は明るいうちに実際に見ていただいたほうがいいと思います。ただ、裏通りは夜
のほうが賑やかだったりします。このへんは飲食店がすごく多くて、裏通りにはかなりあり
ます。このくらいのまちの規模にしては、スナック、バー、居酒屋といった飲食店の数が多
いです。 
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 昔は炭鉱で栄えたまちで、人口が８万人でしたが、いまは 5万 5,000ぐらいです。かなり
下がってきています。10年で 500人下がるといわれています。ただ、飲み屋が繁盛してい
るということは、豊かなんだと思います。 
 この伊万里市近郊でいちばん大きな企業は SUMCO という三井住友の合弁のシリコンウ
エハー工場です。シリコンウエハーだけをつくる工場で、伊万里湾のほうにありますが、も
のすごく大規模です。従業員 1,000人といっていますが本当のところは分かりません。ほと
んどが契約社員ですが、契約社員が何人いるのかは分かりませんし正社員は 200 人ぐらい
しかいないのかもしれません。ただ、そこは儲かっていて、ボーナスの封筒が立つと言いま
す。ただし正社員です。 
 あともう１つが港湾の関係の名村造船所で、本社が大阪だと思いますが、いまは東京かも
しれません。日本でも上から５番目ぐらいの規模のしっかりした会社で、財務内容がよく、
無借金経営といわれています。そこに関連会社もあります。 
 これをつくったときの資料はたくさんあって、ここの組合の事務所にとってあります。 
 
（石原） 探すのは大変だったのではないでしょうか。 
 
（香月） そのへん、見ていただける分は当時の写真なども用意しています。 
 いまは、差し迫った問題ではありませんが、空き店舗が長くなった建物が傷んできたり、
裏側のガラスが割れて雨が入ってきたり、それがそのまま野ざらしになっていたりという
状況が出てきつつあります。 
 
（石原） 所有者は全部分かっているのでしょうか。 
 
（香月） 当初のオーナーから変わったところはありますが、いまのところ所有者不明とい
うのはありません。ただ、オーナーさんが東京にいるとか、福岡にいるとか、全然音信不通
になってしまったとか、組合費も払ってくれなくなったというのはあります。 
 
（石原） そういうところは空き店舗になっているんでしょうか。 
 
（香月） そういうところもありますし、空いていないところもあります。本当に事情はい
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ろいろです。空いたところを別のオーナーさんが買ったりしているところもありますが、そ
ういうところはしっかりしています。 
 
（石原） 近場の人が買ってくれているといいのですが。 
 
３．伊万里市内の小売商業構造 
（香月） これが伊万里市の大きな地図で、これが大きい図面です。こちらが北でこういう
向きです。鉄道があって、伊万里駅があって、いまこの通りがあって、４キロ四方が中心街
です。 
 いまのいちばんの問題は、この地域が 12万平米ぐらいの田んぼをつぶしてゆめタウンか
イオンを誘致しようと JA さんがやっていらっしゃいました。造成はだいぶんできつつあり
ますが、イオンもゆめタウンも話に乗りませんでした。聞くところによると、ここを 50年
貸すと言ったら、50年も要らないと、20年ぐらいでどうかというような話があったみたい
ですが、要するにこんなに広いところを 50年も借りないというのが向こうの考えのようで
す。きょうのようなご時世ですから、イオンさんにしてみればそうだと思います。一部のこ
のへん、一期工事で１万平米以下ぐらいのダイレックス、グッディ、100円ショップ、サン
キといったようなお店は少しできました。 
 いまは二期ですが、ここは道路の工事中です。いま道路のないあたりの話です。これがこ
うつながってという話です。このあたりに西九州道路のインターができます。そのインター
を下りたらすぐ、１キロもないぐらいです。 
 最初はイオンのショッピングセンターという話があって、それがダメだから道の駅でも
つくろうということで JA さんもやっているみたいですが、つい先週の木曜日か金曜日に
「市長と語ろう××会」というのがありまして、そこに聴講に行きましたら、JA関係の人
が「あそこに道の駅をつくりたいのですが」という質問をされましたところ、市長がすかさ
ず「市がつくりますから」とおっしゃいました。造成がかなりできていまして、いまは地固
めの状態です。 
 そこが市長のいちばん頭の痛いところであり、JAさんが失敗したところであり、来年の
市長選挙の目玉にたぶん市長がしたいところなんだと思います。 
 
（石原） つくるとおっしゃっているのは、このへんにつくるとおっしゃっていう意味です
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ね。ほかのところではないですね。 
 
（香月） そうです。もう埋立を完了しつつありますから、もう田んぼには戻せませんから。
ですから、JAさんたちが開発組合をつくって、土地の賃貸料で稼ごうとされたんだと思い
ますが、借り手がいなくて頓挫しましたので、では道の駅をつくろうという話です。それが
伊万里市の商業的な動きとしては大きなところです。道路自体は来年の春には完成して、こ
こまできます。 
 この川を渡って、いまはここです。この点々の道です。ここはもう完成していまして、い
まはこの区間を工事していまして、この 12万平米ぐらいをイオンやゆめタウンだというこ
とをおっしゃっていたわけです。武雄にも、佐世保にも、唐津にもあるので、伊万里にない
のはどういうことで、つくりたかったのだと思いますが、いまさらイオンもゆめタウンも出
てこないと思います。武雄のゆめタウンが有名で規模も大きく、このあたりの人はいっぱい
行きます。もっと大きいのが佐賀のゆめタウンです。増床してゆめタウンの中では最大にな
りました。伊万里の人はそこにも行きます。 
 
（渡邉） 武雄まで車でどれぐらいでしょうか。 
 
（香月） 40 分ぐらいです。佐世保にもありますが、行かなくなりました。道路とバスが
便利になりまして、みんな博多に行きます。それから佐世保にはないゆめタウンみたいなと
ころに行くようになりました。 
 
（石原） そうは言っても博多は遠いのではないでしょうか。 
 
（香月） 近いんです。唐津経由の「いまり号」という高速バスがありまして、それで行く
と天神までは１時間ちょっとです。博多駅までも１時間半、空港までも１時間半です。その
バスが１日 10便ぐらい走っていますから便利ですし、運賃も往復 3,000円程度と安いんで
す。空港までも行けますし、博多駅にも行けます。最終の福岡発が８時か９時、伊万里着が
11 時ぐらいですから、休みの日には天神に行って、最終バスで帰ってきて、バスが着いた
らこんなに荷物を持って降りていらっしゃいます。そういうふうに博多のほうに行くよう
になったのですが、逆に佐世保のほうには行かなくなりました。 
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＜市役所の春田氏到着＞ 
 
（春田） 伊万里の地に足をお運びいただきましてありがとうございます。 
 
（香月） 先生は２回目ですが、こちらのお二方は初めてです。 
 
（石原） 伊万里の名前を知らない人はいないと思いますが。私は徳島ですが、伊万里焼は
ガキのころから何度も聞かされています。 
 
（香月） 伊万里焼という名前を知らない人はいません。教科書にも載っていますし、歴史
にも出てきますし、ちょっとした国の教科書には江戸時代にヨーロッパに輸出したという
のが出てくるのではないかと思います。 
 
（石原） 古伊万里なんていうのは何万もします。 
 
（春田） 香月さん、先日の 50周年のシンポジウムは行かれましたか。 
 
（香月） 行きませんでした。 
 
（春田） 実はそのときに江戸時代の北前船、瀬戸内海から日本海を回る船ですが、それを
全国でそれを広めている方がおみえになっていて、我々はオランダの東インド会社を通じ
て外国に古伊万里を出したと思っていたのですが、実は国内の流通量のほうがその何十倍
と多く、北前船は北海道までつながっていましたから、どこの港に行っても古伊万里がある
という話を聞きまして、やはり古伊万里はメジャーなんだと思った次第です。 
 
（香月） 古伊万里だから文化都市でしょうと皆さん言われます。後ろのポスターにも古伊
万里の壺がありますが、もう少し下のほうの橋の上に載っている壺です。高さが１メートル
以上あります。それはできて 30年以上たちますが、そのへんがいちばん古くて、いまでも
きれいにしてちゃんと飾ってあります。 
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（春田） 欄干に焼き物を置いているのです壊されたことがありません。問題になったのは
駅前広場にところにあったものです。 
 
（石原） 壊されたのですか。 
 
（香月） ちょっと弱いところがあって、それがすぐ手に届くところだったのでいたずらを
されたようです。しかし、このぐらいしっかりしていると、少々やっても大丈夫です。 
 これはオリジナルですから、１つつくるのに何百万もかかります。 
 いま、まちの話をしたり、共同建築の部分をご覧になりたいということですので、後ほど
ご覧いただくことにしています。そういう話をさせていただいていました。 
 もう、見ていただいたほうがいいんでしょうか。どうでしょうか。 
 
（石原） そうですね。明るいうちに。 
 
（香月） ４時に商工会議所の専務さんとお話をするように設定しています。このへんの人
間は当時のことは知りませんが、専務さんはこういうものを造ったときからいらっしゃる
方です。それまで歩いて現地をご覧になったほうがいいのではないかと思います。 
 
（石原） では、そのようにさせていただきます。 
 
（香月） 地図をお持ちください。 
 うちの通りも表もそうですが、伊万里の商店街で、横筋もありますからこのへんや、あと
は「まちなか一番館」という新しい施設もあります。 
 いちど向こうまで行って、裏通りを通りながら、今度は駅通りの裏側を通りましょうか。 
 
（渡邉） 本町はこのあたりでしょうか。 
 
（香月） ここが本町で、たぶん大昔の本通りだと思います。ここの突き当たりに玉屋とい
う５階建ての建物があります。建物は残っています。 
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（石原） 細々と経営されていて、４年前だったでしょうか。 
 
（香月） 前にいらっしゃったときは２階ぐらいまで営業されて、上は電気が真っ暗な状態
にしてありました。 
 
（春田） ぼくらが小さいころ、30 年ぐらい前は５階がホールで、屋上まであって、遊具
までありました。 
 
（香月） 佐世保玉屋にはいまでもそれがあります。 
 
（渡邉） 昔あった大型店がこの百貨店とダイエーでしょうか。 
 
（香月） そうです。そのダイエーと玉屋をこの筋で結ぶ形でエルタウン伊万里という……。
これが最盛期の雰囲気です。その当時２本アーケードがありまして、１本が本町通りでした。 
 
（石原） もう取っていましたね。 
 
（春田） もう取りました。本町が取るときの補助事業が、九州で初めて国費でアーケード
の撤去費用が出ました。 
 
（石原） その話はあとで聞かせてもらいたいと思います。アーケードは危ないから取る必
要があるので、それに対して助成してくださいというのを 90年代初めに言ってバカにされ
ました。でも、だんだんそういうムードになってきまして、それこそこのあいだのまちづく
り法のときにはだいぶん取りましたからね。取ってどうするかと書いてあれば〇です。 
 
【了】 
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■②17：00～18：00 伊万里商工会議所 
 
１．徳島、高松、高知の中心商店街の現状 
（石原） 私はもともと出身は徳島で、こういうことを言うと佐賀の人に叱られますが、
私の記憶にある限り、鳥取、島根、徳島、佐賀は小学校の教科書で下から数えたことが何
度もあるという記憶があると言ったところ、「佐賀は、違う。佐賀はもっと豊かだ」と言
われました。あまり大したものがないですし、商店街もほぼ全滅といっていいような、全
国商店街支援センターで仕事をすると、あちこちの事業、「頑張る商店街 30選」もそう
ですが、これをやり始めたときに「頼むから、徳島探してきて」と言いましたが、３年た
ってゼロです。ほっておいたらゼロになってしまいます。 
 かつての徳島県一を誇ったと豪語していた中心商店街がそごうにやられて傷んでしまい
ました。それが 30年ぐらい前です。 
 
（松永） 全国的な問題です。 
 
（石原） そごうに徳島の商店街がやられたといって、そのそごうが高松に出店してくる
ぞという噂があった時期に、高松の丸亀町商店街の連中が、そんなにそごうは恐いのか
と、では１回見に行こうと言って徳島に見に来ています。そうしたところ、「あんなのに
負けるのはこの商店街が悪い。来てもらって構わない」と、帰ってきて私の前でおっしゃ
いました。 
 
（松永） いま、高松の丸亀はいいのでしょうか。 
 
（石原） 半年ほど行っていませんが、いろいろ問題は抱えていましたが、最終的に動き
出せる可能性が出てきたと思います。ちょうど、前の政権交代期のこともあって、事業が
始まっているのに補助金をバサッと切られてしまったんです。民主党政権に変わったとき
です。「それが政権交代というものだ」と何を言ってもダメでした。 
 それから３年半後には、選挙応援してくれと民主党の議員は泣きついてきましたが、
「それが政権交代というものだ」と言い返したというお話でした。 
 そういうことがありまして、「もっと大きな声で文句を言ってください」と言いました
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ところ、「文句を言うのはいいが、これが最後の事業ではなく、これからずっといろいろ
あるので、ここで決定的なけんかはできない」ということなんです。それが全部だと言う
人だと、それが半分だと言う人とがいて、実はかなりの借金を背負い込んで、そのために
組合としての新たな事業ができなくなっていました。それを解決するウルトラＣをやりま
した。 
 持っていた駐車場を壊して、マンションを建てて、別のところに駐車場をつくったよう
です。 
 
（香月） 不動産を持っているとそういうことができるわけですね。 
 
（石原） そうです。あそこは戦後のかなり早い時期に平面の駐車場をもちまして、それ
を商店街のメンバーがそのまま会社をつくった形にして運営してお金をつくって、そして
ビルを建てました。駐車場経営をやってきたので、実はものすごく金持ちなんです。 
 
（香月） 三越の横のほうが立体駐車場になっていますね。一度行ったことがあります。 
 
（石原） そうです。あれでけっこう稼いでいる商店街でした。ですから、比較的故組合
非が安いんです。最近は知りませんので、上がっているかもしれませんが。「うちはこれ
でいけているけれども、周りが、「お前のところが上げないから、うちが上げられないと
怒られます」と、「うちは組合費をもう少し下げてもいいぐらいなんです」というような
ことを 30年前に豪語していました。 
 
（香月） あそこはアーケードが４キロぐらいありますね。 
 
（石原） そごうがあったあたりまでいくとそうです。 
 国道を挟んだ向こう側がもう全然ダメということで、高松成功事例といわれているけれ
ども、北側のここの一角だけではないかと、もっとエリアを広げなければいけないという
声はあります。フルカワさんはそっちのほうの委員にもさせられて忙しいとおっしゃって
います。 
 いま、あそこは「市場をつくりたい」と言っています。 
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（香月） 「ひろめ市場」か何かありませんでしたでしょうか。 
 
（石原） あれは潰れてしまいました。高知で「ひろめ市場」がうまくいった理由は、昼
間から酒を飲んでいても誰もおかしいと思わないまちだからです。２号店を姫路に出すと
言ったときに、「お前、大丈夫か」と、「高知のように昼間から普通の人間が酒を飲んで
いてもおかしくないまちはほかにはないんですよ」と言ったのですが、やはりダメになっ
て、高松にも出店したけれどもダメになりました。 
 昼間から酒を飲んでおかしくないようなブロックはありますでしょうか。高知はまちじ
ゅうがそうなんです。大阪は、昼間から酒を飲んでおかしくないスポットはあります。例
えば十三がそうです。でも、高知のようにまちじゅうどこで酒を飲んでいてもおかしくな
いところはないと思います。あれは文化です。 
 
（香月） 高知はそんなになんですか。 
 
（石原） 行きたくなりましたか（笑）。 
 
（香月） 課長が行きたいそうです。 
 
（春田） いえいえ。 
 
２．訪問の趣旨 
（石原） きょうはお忙しいところありがとうございます。 
 この前、ここへ寄せさせていただいたのは 10年ほど前だったかと思います。そのとき
にはあまり関心がなかったのですが、その後、戦後の早い時期に建設省によって耐火建築
促進法という法律ができまして、それに基づいて全国の主要な商店街で「連棟長屋商店
街」とでも呼べばいいのでしょうか、３階建て以上の商店街がだいぶんできました。法律
的には単体でもよかったのですが、燃えない都市をつくりたいということで、コンクリー
トづくりを並べていきました。繁華街を中心にしたものですから、かなりの主要商店街が
それでつくられまして、「近代化ができた」と大騒ぎをしました。 
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 それから 50年、どうかすると 60年の時を経て、施設がだいぶんガタガタとしてきてい
て、所有関係もガタガタしているということがいま現実にあるということを改めて気が付
きました。ほかにもまだいるのですが、若い人に声を掛けて共同研究をするようになりま
した。 
 我々で答えが出るとは思っていないのですが、商店街が悩んでいる問題を、商店街をや
っている人間を称しながらも「全然知らない」というのでは話になりませんから、どうい
うことになんだろうということで研究費をいただきました。 
 それをやっているとき、実はこの前に寄せていただいたときに香月さんが「うちの親父
が反対したからうちだけ別なんです」という話をされたのを思い出しまして、なぜそうな
ったのだろうかと、それは面白いと思いました。ここがその法律に基づく事業だったのか
どうかはそのときには確認しませんでしたが、調べてみるとそれよりもずっと後の事業だ
ということは分かりました。ですから、この法律の研究からしますと必要はなかったのか
もしれませんが、法律に基づこうと基づくまいと、抱えている問題の構造は同じであると
いうことと、一度そういう国の法律事業として行われた事業が……、この法律自身は９年
間ですが、新しい法律に生まれ変わって続きましたので、少なくともそのときに商店街の
近代化の１つの方向を示したというふうに評価をされているわけですから、その影響を受
けて後にそれと類似した事業が行われていたとしても不思議ではないわけです。であれ
ば、直接この法律に該当するものではありませんが、ぜひ一度お話をうかがいたいという
ことでお邪魔させていただきました。 
 先ほど香月さんから、「うちの親父が反対したのは共同の建物が嫌だったからではな
く、隣の地形が違うのと、業種の問題があったからです」というご説明はいただきまし
た。そういうことで、もし、松永さんのほうでお分かりになるようでしたら、当時の伊万
里の商店街の近代化に向けた業務のありよう、あるいはこういう形で共同ビルを建てると
いうのはおそらくどこかからの旗振りがなければ進む事業とは思えませんので、そこでど
ういう働き掛けがあったのか、あるいは外からの指導があったのか、その上で、その後、
いろいろ、当初は想定外だったかもしれない問題にも直面されておられると思いますの
で、そのあたりのお話をお聞かせいただければと思います。どうぞよろしくお願いいたし
ます。 
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３．伊万里市中心商店街の歴史 
（松永） フルサワさんとサカキさんにはお会いになったのでしょうか。 
 
（香月） フルサワさんが別の会議に出ていらっしゃるので、後でということになってい
ます。まだお会いになっていません。 
 
（松永） お二人は当時から関わっておられましたので、とらえ方も若干違う可能性があ
りますが、私もちょうど会議所に入った当時で、使いっ走りぐらいのところで関わりまし
た。 
 
（香月） 40年前ですから。 
 
（松永） 法律的なものがどうかという部分は別にして、高度成長期の中で、伊万里市の
商店街そのものが、唐津を除いて西部地区、長崎県の北のほうを合わせた中核的商店街と
いう位置付けでした。当時、川平、松浦・志佐方面等からも非常に伊万里市内への流れ込
みが多く、そのために商店街そのものも少し近代化していこうという状況にあったわけで
す。 
 １つは、東のほうに玉屋さんが 42年に出店してきて、伊万里の駅から逆 L字という言
い方をしていますが、駅通りから本町銀天街、いすい通りということで４つの商店街があ
りまして、流れがちょうどできていました。そういう人の流れの多い中で、来街者のサー
ビス向上のためにということで、１つ目が、いま中町観音通り、昔は銀天街といっていま
したが、あそこに最初にアーケードをかけました。それが 47年だったと思います。 
 その１年遅れで、隣の本町さん、駅通りさんと接点のあるところの商店街はアーケード
にしました。ちょうど、あの当時が人の動きとしてはピークに近かったのかもしれませ
ん。 
 
（石原） ダイエーはいつ来たのでしょうか。 
 
（松永） ダイエーは 49年です。ダイエーというよりもユニードです。ユニードから九
州ダイエーになってダイエーになりました。49年の春にバスセンターをつくってきまし
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た。 
 そういう流れの中で、駅通りについては街路拡幅工事を計画され、組合とすれば 47年
か 48年に期成会ができ、その後振興組合にされました。48年にその振興組合をつくると
きに、商店街協同組合でいくのかどうかという議論をされたようです。その中で、やはり
地主さんも参加ができるので、振興組合のほうがベターではないかということから振興組
合ができたような気がします。 
 街路事業ということで、セットバックは３メートルずつだったと思いますが、そしてい
まの形態となるような計画になりました。当時の１つの方向性として話が上がっていたの
は、商業という面からいくと、上り調子の状況、拡大状況でしたら、まちなかに住むより
も、商業スペースをつくろうということで、まちなかに住んでいた人たちも郊外に住宅地
を求めて出ていかれました。一部は２階、３階に住まいをつくられた方もいらっしゃいま
すが、大半の方が外に住宅を求められました。 
 
４．近代化事業 
 そして、その１つの建物のつくり方としたら、土地を有効利用するためには共同建物が
いいのではないかという方針が出まして、街区をいくつかのブロックに分けてやっていか
れました。ですから、近所でずっと意見が固まったところから順次進んでいったわけで
す。そういうことで、壁だけでつくっていったということです。 
 ただし、その建物の高さやいろいろな投資は面積で切ってしまいますから、その当時の
店の計画性についていろいろ診断をした結果、３階までつくられるところと、２階までし
かできないでしょうという診断結果に基づいて、否応なく小さくされたところも当然出て
きました。ですから、このように高さがいろいろあって、高さ統一がされていないという
状況になっています。 
 これを進めるにあたっては、国の力を入れてもらいまして、国の近代化事業という事業
をもってきましたので、商店街のリーダーの人たちが、するからには早く進めていこうと
いう意図もありました。当時、唐津に保利茂さんがいらっしゃいまして、トップのほうで
発言力もありました。当時の建設大臣が竹下さんだと思いますが、その人に予算の話をし
て、県ではなく、国のほうが先に予算を付けてくれましたから、早くしなくてはというか
っこうで進んでいきました。ですから、周辺に駐車場確保の問題など挙がってきたのです
が、消化していくための権利調整をしていく時間があまりありませんでした。 
18 
 
 恵方さんたちのある東側のところに中央市場がありまして、あのへんを一体的にやろう
という話まであったんです。ところが、なかなか調整ができませんで、そうするともう間
に合わないということであのへんの後ろのほうとは権利調整をしないまま動きました。で
すから、伊万里マートさんたちにも話はいったと思いますが、あのへん一帯の全体的なパ
ースの中には入ってきませんでした。 
 昭和 49年、50年というのはちょうどモータリゼーションの走りかけです。ですから、
本来であれば駐車場も欲しいという話もありましたが、そこまで行き着きませんでした。 
 それが計画的になって、あとの個別診断については県の中に経営指導課がありまして、
そこの職員の中に商業診断士が何人もおりまして、彼らが入ってきました。そして、この
組合の財務の診断、計画など彼らが個別対応形で全部やってくれました。そのように県も
力を入れてやってくれました。ですから、あの当時の理事長、副理事長のリーダーシップ
と県の支援、それから市役所の商工観光課も一緒も入り、うちの会議所も入って総合的に
一緒にやっていきました。ですから、権利調整などいろいろなものについては、理事長自
らされました。途中の裁判沙汰やいろいろなこともあったようですが、苦難を乗り越えて
されたということです。 
 ただ、計画では 55年ごろに終わる予定でしたが、そういう裁判があったり、権利調整
があったりで、最終的には 57年までかかったんだと思います。 
 
（石原） 共同施設事業完了 57年ですね。 
 
（松永） そこまでかかったということです。 
 
（石原） 商店街近代化事業というのは、商業近代化地域計画ではないですね。 
 
（松永） 街路事業にひっかけたものになります。ですから、県が国道の拡幅工事にひっ
かけて商店街近代化事業をやろうということです。 
 
（石原） 国道ですか。 
 
（松永） 国道です。 
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（斉藤） 当時の 204号線です。 
 
（石原） この駅前通りでしょうか。 
 
（香月） 南北の通りです。 
 
（松永） この目の前を 204号線がずっと平戸のほうまでいっています。唐津からぐるっ
と回ってきて、ここに入ってきています。これの拡幅工事をやるということで、近代化事
業に引っ掛けました。近代化事業をやろうということではなく、商店街共同化事業で予算
を取ろうという話ではなく、街路事業があって、それに引っ掛けたわけです。 
 
（斉藤） 保利さんは建設大臣か何かだったのでしょうか。 
 
（松永） 保利さんは議長するぐらいの力があったので、竹下さんが建設大臣で、保利さ
んが竹下さんに言って、あの人が予算をポンと付けて、そうしたら県が後つきで「やらな
ければいけない」という話になったわけです。あの当時の政治力といいましょうか、保利
さんがいたからです。 
 
（石原） 唐津の方なんでしょうか。お名前はよく知っています。我々世代で知らない人
はいないのではないでしょうか。超大物ですね。 
 
（松永） 経緯はそういう感じです。 
 
（石原） ３メートルと３メートル、計６メートルの拡幅だったのでしょうか。 
 
（松永） そうです。そして歩道が 3.5です。 
 とにかく、あの当時は完成させなければいけないという中でどんどん進んでいきまし
た。 
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（香月） 3.5メートルですね。 
 
（松永） おおかたブロックごとになっていると思います。それから、テナントだけを入
れようとされたところは、構造も少し簡単です。オグマさんがされたところ、東側がそう
です。 
 
（香月） 駅側のほうで２階建ての平たい建物です。 
 
（松永） それから、途中で水路が２本か３本がありますので、いま弁護士事務所がある
ところは別棟になっています。 
 
（石原） 街路の拡幅に引っ掛けた近代化事業というのは私は詳しくないのでよく分かっ
ていませんが、補助対象になるのは何でしょうか。 
 
（松永） 建物、営業保証です。 
 
（石原） 個店で、組合ではないですね。 
 
（松永） 組合に全員入っています。 
 
（石原） 組合にはなっているけれども、組合を通してではなく、それぞれのお店がもら
うかたちですね。 
 
（松永） 仮店舗の営業所です。 
 
（石原） それはあると思いますが、ですから、バラバラに個別診断をして、これは２
階、ここは３階ということですね。 
 
（松永） そうです。当時の金利は８％ぐらいでしたから。国のお金を借りて、近代化資
金ですから、若干安いのもありますから、対象外の部分はそういう政府系の金融機関を使
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って、それで 20年ぐらい払いました。 
 
（石原） それをやって、その近代化で拡幅をして、その以前は分かりませんが、たぶん
見違えるような商店街になったのではないでしょうか。 
 
（松永） もちろん、全然違います。 
 
（石原） お客様も増えて、商売も上向いて……。 
 
（松永） 先ほどモータリゼーションのお話を少ししましたが、完成する前に車社会にな
っていまして、寄りづらいというような状況もでてきました。それから、店舗の業種・業
態そのものが時代の流れの中で淘汰されるような業種もありました。下駄屋さんが一例で
すが、早々に閉店されるところも出てきまして、廃業されて、店舗が空き始めました。 
 計画して着手するときまではよかったのですが、進むにつれて、ほんの５、６年の間に
時代がどんどん変わってきました。 
 
（石原） 事業の計画からいうと、10年ぐらいの間ですね。 
 
（松永） ですから、スタート時と工事が終わってオープンするまでの間に時代が変わっ
てしまったということです。 
 
（石原） 下駄屋さんはオーナーさんだったのでしょうか。 
 
（松永） いえ、テナントさんでした。 
 
（石原） テナントさんでしたら入れ替えればすむ話のような気がしますが。 
 
（松永） ところが、車社会になってきたということで、思うようにいきませんでした。
それから、ご存じかと思いますが、後継者がいないとか、経営そのものがダメになると
か、そういうことで廃業されたということです。 
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（石原） これはいつごろの話でしょうか。当初ですか。これは、年度別に入っています
からすごいですね。 
 
（松永） このへんでいきますと、ガラス屋さん、履物屋さんとかです。ガラス屋さん
は、場所的にこういうところでやる業種ではないということで外に出られました。仏具屋
さんも別のところに行かれました。 
 
（石原） 仏具屋さんはけっこう大きいですよね。どこに行っても仏具屋さんの間口は何
でこんなに広いんだろうと思います。そんなに儲かるのかと思うんです。 
 
（斉藤） あの業界は「まけろ」とは言われないみたいです。 
 
４．業種構成の変化 
（松永） ここに昭和 26年のグラフがありますが、近代化を始めるときからするともう
このへんの業種もずいぶん変わっています。そして、玉屋のところから道が一本、都市計
画道路が入っていますが、あれによってもまちが分断されまして、あそこに張り付いてい
たお店がなくなっています。時計屋さんも２店舗あったり、お菓子屋さんもあったり、そ
して、いまの理事長さんのところは旅館と小さな衣料品屋をしていましたが、近代化をす
るときに、業種・業態でできないということで自分で何をやろうかということで、くわ焼
きをやろうということで佐世保に修行に行って、そして開店して、そしてそれがいちばん
の成功事例です。 
 
（石原） それは理事長さんのことでしょうか。 
 
（斎藤） 片岡精肉屋は駅通りにあったやつでしょうか。 
 
（香月） そうですね、駅寄りです。 
 
（斎藤） パチンコ屋のところですね。 
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（香月） 駅前のは支店だったんじゃないでしょうか。本店でしょうか。できた当初は大
繁盛で、いっぱい人が来るわ、お客さんは来るわ、視察は来るわでした。 
 
（松永） 視察はちょこちょこみえていましたが、人通りがものすごく多くなったという
イメージはあまりありません。先ほど言いましたが、57、58年ぐらいというのは完全に車
社会ですから。 
 
（石原） そのころは車社会になったとはいうものの、車の行き先はどこだったんでしょ
うか。 
 
（松永） 周辺にロードサイド商店がどんどん出始めました。 
 
（石原） もうそんなころから……。 
 
（松永） 市役所も昭和 48年から上に行っています。 
 
（石原） 駐車場はこの周辺にはなかったんでしょうか。 
 
（松永） うちがそこに持っていました。いま建っているところで、ここ自体が駐車場
で、いまの裏のところもそうです。 
 
（香月） その裏が民営の駐車場です。 
 
（松永） ７、８年、ダイエーになる前のユニードでした。ここは 60年の秋に……。 
 
（石原） それまでは駐車場だったと。 
 
（松永） 駐車場です。その前は、一時朝市を出していました。ここで朝市をやったんで
す。ここに平成に入る前まで、昭和の時代、ここは以前から朝市があって、ものすごく賑
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わっていました。 
 
（斎藤？） ここは何だったでしょうか。 
 
（松永） 昔は職安がありました。裏は鉄道監視でした。我々が小学校のときは、このへ
んに遊びにきていました。 
 
（斉藤） 朝市があったときも中央市場はあったんでしょうか。 
 
（松永） 中央市場はありました。いまりマートとかありました。朝市はもう少し早くか
らありました。 
 
（石原） その市場ができたのは戦後でしょうか。 
 
（松永） ここの朝市よりも中央市場のほうがもうひとつ新しいと思いますが、でも 30
年代じゃないでしょうか。 
 
（石原） ここは空襲には遭っていないのですね。 
 
（松永） 遭っていません。 
 
（石原） まちが残っているなというのはそういうことなんですね。 
 
（松永） 朝市がなくなったのは、道路の使用の関係で、こういう人たちが夜の屋台など
を引っ込めさせるためとか、ここの環境の問題に引っ掛けて、たしか市のほうが朝市をや
めさせたんだと思います。 
 
（石原） 朝市というのはメインは魚と野菜でしょうか。 
 
（松永） そればかりではありません。かまぼこなどもありましたので、そういうのをた
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びら方面から仕入れに来ていました。50年代にはもうなかったんじゃなかったでしょう
か。50年代のまん中か後ろですね。 
 
（斉藤） 57、58、59は私は高校生でしたが、記憶にありません。 
 
（松永） いまのロアジの前だったか、そこに１つ、それからいまの船屋町と、朝市は２
つに分かれました。向こうが吉原ショウジさんたち、こちらは船屋町です。 
 
（石原） 何軒ぐらいでしょうか。 
 
（松永） けっこう多かったです。ずっと曲がりまでありました。 
 
（石原） けっこう長いですね。毎朝でしょうか。 
 
（松永） 毎朝です。朝４時ぐらいからです。 
 
５．1990年代以降の景況 
（石原） このへんは商業の中心だったのですね。 
 
（松永） そうです。このへんは地域商店街のひとつ上ぐらいでした。広域型に引っ掛か
らないぐらいです。あの当時、人口が６万いくらで、商圏も 10万弱……、10万ぐらいだ
ったでしょうか。 
 
（松永） 有田、松浦、武雄の手前から唐津の手前までです。橋がないころ、鷹島町など
は御厨のほうに上がってバスで商店街に連れてきました。 
 商店街的にはうちがカラクリ時計をしたときですから、21世紀の幕開けてやりましたの
で、平成 11年にカラクリ時計をつくって、夜中にカラクリ時計を動かし始めました。で
すから、あのときを境に商店街の衰退が激しくなっていきました。 
 新年の初売りを１月２日からということでやっていたのですが、早いところは２時、３
時ぐらいからやっていた初売りが、この年は１日の零時からカラクリをするから、そのあ
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たりにしてくれということでやったのですが、そのときぐらいが少しお客様は減って、そ
れからどうも商店街への寄りが少なくなったと思います。あれから商店街自体が共同で一
度にやろうというところが少しずつ崩れだしました。 
 
（斉藤） １月２日早朝の初売りというのが、このへんは佐世保や伊万里では昔から恒例
です。従来は朝５時とか、４時とか、３時とかに開けていたんですが、そのカラクリ時計
の日は午前零時に一斉に開けようという会長の命令なんです。そうして午前零時にお店を
開けたんです。もっとも３時ごろには閉めましたが。 
 
（松永） ですから、あのへんまでは商店街の中も、初売りなども中スポさんとか、フジ
ノ専門店とか、ああいうところはけっこう賑わっていました。玉屋さんの初売りの福袋が
少し売れなくなったのもそのころです。 
 
（石原） ほぼ 2000年が境でしょうか。 
 
（松永） はい。 
 
（斎藤） 感覚としては、やはりその前のバブルの崩壊だったのではないでしょうか。 
 
（石原） バブルの崩壊は 91年ということになっていますが、これは銀行のほうの話
で、一般のところに降りてくるのは数年遅れますから、93、94年ぐらいでしょうか。その
ころになってくると、ぼつぼつ地方経済に影響が出てくる感じでしょうか。 
 
（伊万里３） イメージとしてはそうです。 
 
（松永） 消費税が元年で、平成５、６年ぐらいまではまだ人件費も伸びていました。 
 
（石原） 平成５、６年というと……。 
 
（松永） 公務員さんは差額があったという時代です。 
27 
 
 
（伊万里３） 93年です。平成５年ぐらいまでです。 
 
（松永） 年２回昇給があったという話です。 
 
（石原） あったかな……。私はそのころ公務員でしたが。 
 
（松永） あったはずです。10月、11月ぐらいに差額があって、さかのぼってやったと
いう話です。 
 
（香月） ３月ぐらいに手当てが出ていたりしました。 
 
（斎藤？） 出ましたね、最初だけ。 
 
（松永） ボーナスといっしょぐらい出ましたよね。 
 
（石原） それほどでかくはありませんでしたが、遡って差額というのはありました。 
 
（斎藤？） 25万とかもらっていました。やはり平成４年か５年ぐらいまでです。ぼくが
高校生ぐらいのころは、82、83から 85、86年。80年代半ばがピークじゃないでしょう
か。 
 
（松永） 15年前は給料が下がった時代です。とにかく、公務員さんも給料を下げるか
ら、我々も補助金をもらっていますから同じだといって……。 
 
（石原） 私は国ではなく大阪市でしたから、悪くなるときは全部準拠します。 
 
（松永） 上がらない年がずっと続きました。ですから、いまの 40、50代の人たちは、
あまりいい目は見ていません。20年、25年勤めた人は 40半ばぐらいでしょうか、そうい
う人たちは年２回というのはあまり経験していないと思います。 
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（斎藤） いま 50歳ですが、私はギリギリです。ですから平成５年ぐらいまでです。 
 
（松永） そこから財布の紐が固くなりました。 
 １つは、大型店の規制である商業調整協議会がなくなりました。これが撤廃されて、大
店法に変わって、規制の方法が変わってきました。 
 
６．大店立地法施行後の商店街内部の状況 
（石原） 商調協がなくなったのは 91年で、大店法が廃止されて立地法に変わるのが
2000年です。 
 
（松永） その後の改正で、どちらかというと環境とか面積のほうは追わないということ
ですね。24時間営業でいいのか、バックヤードとかゴミの対策はいいのかどうかといった
ことばかりで、そして 24時間されるとまぶしいから困るということで、２階駐車場はや
めるとか、たしか２階駐車場がダメになったのはあそこのトライアルです。あそこは２階
まで駐車場にしようと計画したのですが、地域住民から反対されました。あれは段差があ
りまして、車が入るとライトがあたってしまうということでした。 
 やはり１つ１つこうしていくときに、計画してスタートしたときにはそれで正解だった
のだと思いますが、時代とともに商業のあり方が変わってきたということです。いまは、
うちの家庭でもそうですが、ちょっとしたものはネットで買っています。このへんにない
からです。買いに行けないという話です。玉屋さんがなくなれば、あそこで買っていたち
ょっとしたものがまちになければ、武雄のゆめタウンに行くわけですが、そうすると前に
玉屋に勤めていた人がそこに勤めていたりします。彼女たちはそういうところで働きたい
から働けるところを探していったということです。 
 当時はこの共同建物は良かったと思いますが、いまになってみれば、個別の改装がなか
なかできないという面が出てきています。 
 
（石原） いちばん大きいところは５、６軒でしょうか。 
 
（松永） この中で大きいところはイワクラさん、前の田中洋服屋さんのところです。あ
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そこは建物的には大きいと思います。 
 
（石原） あれは何軒あるんでしょうか。権利調整の問題だと思いますが、何とかできる
ところと、「ない袖は振れません」としか言わないところとがどうしても出てきます。 
 
（香月） 田中さんというのが最初の理事長さんのお店です。いちばん大きなフィーリン
グのビルです。 
 
（松永） あそこは後から買われたわけです。 
 
（香月） 理事長さんがお亡くなりになった後で、そうです。 
 
（松永） そして、こちらの西側の松竹さんという食堂のあったところが後で変わったと
ころです。 
 
（香月） いまイワクラさんになっています。 
 
（松永） 信号のほうの東側がぞろっと変わってしまっています。パチンコ屋さんがなく
なって、法律事務所になって、ニューモダンさんがなくなって、ゆげ靴屋さんもなくなっ
て、ここは全滅です。このゆげさんとニューモダンさんの部分が焼き鳥の佐州屋さんにな
っています。山下千代さんのところが江頭菓子屋さんでしょうか。 
 
（香月） いまのフクトメです。 
 
（松永） ここはどちらになっていますか。 
 
（香月） 角から２軒目です。２階が飲み屋さんです。 
 
（松永） 西側の信号のところの酒屋さんが新聞屋さんに変わりました。 
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（香月） 業態を変えられました。 
 
（松永） そして横に麻生歯科さんがありました。あとはずっとありません。大串成果さ
ん、慶応堂さん、太陽さん、岸川時計店さんもありません。 
 
（香月） ないというか、変わったわけです。 
 
（松永） ここは空き店舗になっているわけですね。岸川時計さんだけがちくごやさんに
なって、あとのこのへんがないということですね。 
 
（香月） そうです、空き店舗です。いちばん大きな空き店舗だった松尾さんのビルが駐
車場になってしまいました。ベスト電器でした。 
 
（石原） 松尾豊さんですね。 
 
（香月） そうです。できた当初は一部４階建てのベスト電器でした。いまは更地の駐車
場になりました。 
 
（松永） このへんが今後の集客をしていくためにどうされていくのかというところで
す。自分のところだけとくというというわけにもいきません。 
 
７．伊万里市の共同建築の課題 
（石原） 私たちがいままで見てきた昭和 20年代のところからすると、20年は新しいわ
けです。雨漏りがするとかという問題がぼつぼつ出ているにしても、まだそんなに変なこ
とにはなっていません。先日行ったところは、お互いの家が支え合って全体がもっている
ような感じですが、なのに１階部分をドサっと抜いてしまって、こういうふうに建物があ
るとしますと、奥に敷地があるものだから、ここを抜いて、ここを駐車場にして家をこち
らに建てているのがありました。これは構造壁じゃないのかということなんです。 
 
（松永） ただ、駅通りは最初につくった 56年のものではなく、一度、平成８年にファ
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サード事業をやっていますから、表面はなお新しくは感じると思います。それも補助事業
でやっています。 
 
（石原） それは何年ですか。 
 
（松永） 平成８年度に構想されてやってますの、９年ぐらいだったと思います。色を統
一してどうこうということで、テントを揃えました。 
 
（石原） いま、テントがいくつか残っていますね。 
 
（斎藤） ヤマモトヨウイチロウさんがそうではないでしょうか。 
 
（松永） 当時ですか？ 
 
（斎藤） 当時です。 
 
（松永） 違います。 
 
（香月） トモヒロさんです。トモヒロさんの時代です。 
 事業のやつは書いていないんでしょうか。 
 
（松永） 係長がハラグチゲンジさん、観光課長はマツナガアキノリさん。 
 商店街がなかなか活性化できないのは、後継者もいらっしゃらないので、時代に合わせ
て業種転換ができないというのも１つあります。 
 
（石原） 商店街はそういいながら、マクロの話でいいますと、かつては６割、７割が物
販店だったのが、いまは４割ぐらい、あるいはもっと減っているのかもしれませんが、い
まは飲食のほうが多いです。それから学習塾やらマッサージ屋などのサービス業も増えて
きています。たぶん、良し悪しを言う人もいますが、それがあるから空き店舗にならずに
すんでいます。それが時代の流れなんだと思います。 
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 私がまだ若かったころは、商店街をとにかく物販店に純化せよという話と、生活を切り
離して外に出ていけと、住宅を分離せよという声が大きかったんです。そしていま、私た
ちが出かけていって、「中に住んで一緒にやらなければいけないんじゃないですか」と言
うと、「誰が分離しろと言ったんですか。あなたたちじゃないんですか」と言われて、
「すいません、我々の先輩は間違っていました」と言っていますが、おそらく昭和 30年
代の高度成長期にはそういうことを言っていたんだと思います。生活の匂いを消せと、生
活の匂いがあると夢がないということを言っていたんだと思います。 
 近隣型の商店街であればそうでもないのかもしれませんが、広域型の商店街の中で洗濯
物が見えているのはどうなんだと、商店街を通っていると晩のおかずの匂いがするのはお
かしいだろうと、それこそ横の百貨店というのであれば、それらしいしつらえと、それら
しい雰囲気なりがなければいけないという言い方をしていたんだと思います。しかし、そ
れからあっという間にひっくり返ってしまいました。 
 
（松永） 街区、街区にマネジメントをする人がいて、それに乗ってみんなで取り組んで
いってという組織・体制があれば……。いま、日南のマネージャーさんがやっています
が、やはりあの方に若い人たちが入っています。伊万里も番館事業をされて、このへんが
もう少し話題性があるようになっていけば、飲食街中心になりますが、飲食はここに来な
いと食べられないというものですから、ああいうものがもう少し広がりを見せればと思い
ます。若い人が動けば、いまはけっこうそういう部分でイタリアンやフレンチには若い女
性がお客様で来ますから、意外と店の中に入るとお客様がいっぱいです。 
 
（石原） イタリアンはけっこう人を集めます。関西のほうでは伊丹が近畿ではバルです
ごところです。震災で駅が潰れまして、まちもかなりやられました。その影響で、復興し
てくるときに物販店がガクっと減りまして、飲食店がドンと増えました。おそらく物販は
再建するのが厳しかったんだと思います。その飲食店の集積が非常に大きかったというの
がバルを成功させた要因だと思います。それを片っ端から行ったおばちゃんがいました。 
 もともとの集積ぐらいだと厳しかったかもしれません。異様な比率になっています。い
まになって、もう少し物販を増やしたいと言っていますが。 
 
（松永） 物販はなかなか難しいですね。伊万里は GYUGYUバルをされていますが、
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400年祭のときにあの会場で、いい焼き物、三右衛門さんたちの焼き物で食事ができると
いう仕掛けをしまして、函館のシェフの人たちが来られてされたのですが、そのときにお
客様が非常に多くて、そのときにもったいないということで、若手が伊万里でバルをされ
たんです。いいきっかけをつくってくれたのかなと思いますが、今度の 10月 21日で３回
目です。また若手の 10店舗でやります。 
 こういう盛り上がりがまちの中がほとんどですから、もっと定着していってくれればい
いのかなと思います。それについては周りが応援してやるようにすれば、外に魅力的なお
店として紹介していければ、だいぶん違うのではないかと思います。 
 
（石原） 近畿のバルは、これぐらいからは毎週どこかでやっています。バル仲間みたい
なのがいましてはしごをするやつがいるんです。そういう人に会うと「石原先生久しぶり
です。これからですか？ 私はもうここは回ったから、次に向こうに行ってきます」と言
って、電車に乗って 30分、小一時間かけて移動するんです。それが遠くから来ているん
です。三田から来たやつが伊丹に寄って、それから明石へ行くんだと言うんです。 
 
（斉藤） ３月にやった GYUGYUバルです。下にパンフレットがあります。 
 
（松永） このへんを１つのきっかけとして広げていければと思っています。 
 
（石原） ネットワークをつくると、佐世保でも有田でもいいのですが、そのあたりとあ
っちへ行ったり、こっちへ行ったりというので日にちを少しずらして、こういうことをや
っているのもあります。お互いの集客です。 
 
（松永） 雰囲気をつくるために、観光課の課長さんたちと話を出したのは、道路で、お
店が外にテーブルを出してできるような仕組みをつくれればなという話をしていたら、市
長が「警察がウンと言わない」と言っていました。しかし 10日ほど前の新聞に、国のそ
ういうまちづくりの方針が書いていました。こういうものを生かしてできそうなところか
ら、昼間でもそういう街路で食事やコーヒーをというものをまちの中につくっていければ
いいのかなと思います。 
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（石原） オープンカフェはあちこちで話題になっていますが、なかなかウンとは言って
くれません。 
 
（松永） 県の土地になれば県がダメと言い出したりします。 
 先々週、ヨーロッパに行ってきましたが、まちなかはほとんどそうです。テントをばっ
と伸ばしてやって、賑わっています。 
 
（石原） それこそここはなくなったという話ですが、朝市を道の上でやっていたわけで
すから。あちこちに行って、寺の境内ではなく、道の上で堂々とやっている朝市がまだ高
知にも残っていますし、高山にも残っています。ですから、絶対に全部ダメという話では
ないはずですが……。 
 
（松永） このへんでできる方向にもっていかなければいけないという……。 
 
（石原） 地域によっていろいろ柔らかいところと堅いところがありますが、事故があっ
たところは難しいです。 
 
（松永） 簡単に片付けられるようなものをというふうにしていけば楽です。重たいもの
でやると、何かあったときにさっとできません。那覇に行ったときに、７、８人でまだ明
るい時間帯にご飯を食べに行こうという話になって、ちょっとした飲み屋さんみたいな沖
縄そばを出すようなお店が、道路よりも１段低いところにあって、我々が通る時間には寝
たようにしておられないんです。２時間か３時間かして暗くなって帰ってきたら、道にテ
ーブルを出してそこで店を始めていましたので、そこでまた飲んで食べたりしました。 
 おそらく時間帯で許可を出していると思います。 
 
（斎藤） アーケードを撤去したところにいま車が入れますが、一方通行でしたでしょう
か。あそこを通れないようにしたらどうでしょうか。住宅も入っているから生活できない
でしょうか。 
 
（松永） 時間帯の問題とかあると思います。そして、飲食店がほとんどですから。 
35 
 
 
（斎藤） 昔みたいに車をシャットアウトして……。 
 
（松永） 外にコーヒーでも出してやるとか。 
 
（香月） アーケードはあっていいんです。決して悪いばかりではありません。 
 
（松永） あれは否定ではありません。アーケードの維持費がかかるから、お金を出せな
くなってきたから撤去したわけです。皆さんは欲しかったのですが、老朽化してリニュー
アルするのにものすごくお金がかかります。屋根をかけるから消防法にも引っ掛かります
しお金もものすごくかかります。お店もなくなってきて、お金を出す人も減ってきました
ので、それで撤去したわけです。 
 
（石原） いま、それで全国の商店がどれぐらい泣いているかわかりません。 
 
（松永） ２つつくって、２つともなくしました。 
 
（石原） 商売をしている前提ですが、ここにアーケードがかかっていたら、ここから下
は手入れしているけれどもここはしていません。ですから、こことこことは偉って「こり
ゃあかんわ」と言って商売人さんは騒ぎます。そう言っていました。ここをさわって表が
きれいになると、「やっぱり、中もやらないといかんだろう」ということになって中も変
えるんだそうです。これはずいぶん前に山形の商店街の理事長さんがおっしゃっていたん
ですが、融雪装置ができたからとアーケードを取ってしまったんですが、そうしたらそう
いう話になってきて、いままでお前のところの商売をもっと変えろと言って知らんぷりし
ていた奴がちゃんと商売を変えたという話を聞いたことがあります。 
 良し悪しとは思いますが、開放感が出てきたということのようです。 
 高松の丸亀町も改装をするときに、ドームは別ですが、あとのアーケードは大議論して
います。タッチの差でアーケードを付けたんです。 
 
（香月） 銀行がある／なしのところですね。 
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（石原） 取る側のほうが多かったんですが、明石さんなんかは「取れ」と言っていまし
た。最後に投票で負けてしまったんです。議論はありますね。 
 
（香月） あとのスケジュールがありますので、いったん締めさせていただいてよろしい
でしょうか。 
 
（石原） どうもお忙しいところありがとうございました。 
 
【了】 























